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多数共同加入電話の一方式(その二)
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Abstraet

In spite ofits economicaladvantage subscribers are aversetotheutilizationof

the partyline telephone system,becausein this system the privacyisimpossible

overtheir telephone talk･Ordinarily,the relay system offers a usefulmeansfor

the atonelTlent for this shortcomlng･But the telephone equipped with the relay

turns out too expensive to be competent for generalsubscribers･Whatis worse,

mecllanicalcontact of the relay would gowrong frequently,Whichmakesitnecessary

to atLach some device forits preventrion･

Recently,the subscribertelephonesetuslngthermistorhasmadeits appearance

to make a very favourablecomparisol一withtheabovetype･This,feat･uring simple

construCtion andlower initialcost.shows excellellt Characteristicsin keeping the

prlVaCyln COmmunications･

In this artic】e,the tharacteristics of

for privacy-prOteCted communication,fheir

of the thernlistor areintroduced,

[Ⅰ〕緒 盲

最近我Ii射こ放ては､電話設潰の希望者が増大するにも

拘わらず､経済的の職印こより一局装置及び線路設臓ほそ

れに伴わ庖い現状なので､その対 として多数共同加入

話が特に要望され､一般に広く普及しつゝある｡しか

し多数共同加入電話は､電話施設費の大きな部分を占め

る線路費用を節約して安価に電話を開通させるという

所を持つ反面､又幾多の欠点を右するのである1その欠

点の小で一般加入者に最も嫌われる点は､通話の必要条

件である秘密性が確保出来ない宙である｡これは各加入

老電 接が放列に接続されるから当然の:宙であり､この

防止法として継′電器をⅢいる1■法があるが､これは故障

が多く且つ高価につ 訓電に上

ノ
㌧
､

*

日立製作叫f傾丁場

俊〃〕が置装属附妬以

iIldirect and double bead type thermistor

circuits and pract.ical1Tlethod of installing

であり一般加入者向きではない｡これに対して一般加入

者用の一共同加入電話機として､極めて閻津で且つ安価な

サ←ミスタを恥､た割込防｣土用電話機がある｡これに就

いてほ､党i･こ本誌(】)に｢多数共同加入電話の-一一方式｣と

題して紹介されたが､水諭ではその具体的な回路及び実

験紀既に就いて報告する｡

〔ⅠⅠ〕サーミスタを用いた割込防止用

電話機回路

秘密僻■寺の原理は極めで的単なもので､サ←ミスタビ

←ドの電流一電圧特性の非直線性を利用したものであ

る｡サーミスタtご←ドの電流一電圧特性は第7図プ之び第

8図(第42頁参照〕に示すように動作限界電圧Ⅴ洲用

を有し､y･7…以下の電圧を印加してもサーミスタビ⊥

ドは依然として高抵抗を維持する｡若し 佑畔r 以上の
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電圧を印加すれは､サーミ_スタピードの抵抗は急速に減

少し､50TnA印度以上の電流でほ極めて低い抵抗値を示

すニ
ー･万加入者電話機の端子電圧ほト送受一需を上げない

1時ほ局な換機の電』rγ一に殆ど等しいが､-･且 を､

､受

上げれば電話機の端子電圧ほ分圧されてγゝに下る｡従

ってγ示>l㌔.,グ>γヾなるサト･ミフてタを電話機に直列に

挿入すれば､共同加入電話の均含剖j_△防｣卜が牡イミるので

ある A形日動卜冶では巧･を45V,γヾを15V程度と

して､サーミスタの特性を決意すれほよい.こノ以上のよう

に原理的には割込防止用電話機は､その 話回路に高い

固有抵抗値を有し､目_づ前述の-1′仙てを=持つサースタ

を直列に挿入すjLほ十分である LかL実験の結一甘､逮

請い~可終に直列に挿入するサー

ならなぃ事が分ったL=1叩ち完
ノゝ

1

スタ1箇だけでほ実川~｣に

な秘密通 を行うために

は､少くとも80(相月以上の固有抵抗値を有するサーミ

スタが必要となるが､このような高抵抗のサーミスタで

は､後述のように動作時間が数秒以上となり又長お命ほ

三宅まれない｡従って実用的な回路として割込銑｣卜の特性

を送話回路のサーミスタビ←ドに子音たせ､更に通話の滅

~衰は受話回路のサーミスタピードによって増大せしめる

回路が考えられる.第1図､第2図常び第3図に実際の

回路図を示す･_ このL=~瞳各でほ､送話回路の1トーミスタピ

ードの固有抵抗値ほ8()lくβ～180】くβ群度でよく､又受話

回路のサ←一ミスタビ←ドの固有抵抗値は101くβ以▲上で十

分となり､動作時間を1sec以下に抑える事が断来る｡

第1図は直熱型及び傍熱~型サーミスタ2箇を便≠Lた担1

路､第2図はダブルピード型サトーミスタ1箇､第3図ほ

3端子サ←一ミスタ1薗を使用した回路である〔第1図は

~直熱型サ←ミスタに割込防_1卜の特性を才‡たせ傍熱刊サー

ミスタにより更に受話減妄そ呈を増大せしめている｡また

通話時は加熱線条を流れる送話回路の直流により傍熱型

サーミスタのど←ドを加熱L･抵抗を減少せLめる二､しか

し傍熱刊はかなりの熱的慣性を持っているので多少の畔

f召泊勺遅延は免れない.∴第2図ほ第1図の加熱線条の代り

に送話回路のピードにより直巌:受話回路のど←ドを加熱

するもので､2菌のピードを電気的に絶縁して1薗の粒

状に密着せしめたものである_.従って受話し亘_l路のピード

の温度は常に送話回路のピードの温度と同稚度に加熱さ

れ､f
l

ほ殆どない｡第3図ほ1

つのヤ㍉-ミスタピードから3本の導線を出したもので､

ダブルピード型より史に動作時間が短く､且つ通話の岬

は3端子が短絡状態になって普通の′ 話機回路となり通

諸にほ何等妨害を与えない｡又第2図及び第3図の匝l路

ではサーミスタがl簡で足りる長所を持っている｡但し

3端子型サ←-ミスタは実際の取付の場合､送受需コ←ド

は3心であるから配線上困 二こ
●
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Circuit of Sutscri[〕er Telephone Set

With 3-TerminalThermistor

1てⅠⅠⅠ二!受話 減 衰 量

通話の損失即ち税屈性の定量的な塊準とLて､受話誠

衰量をとった一 帯4図はサーミスタを挿入した電話機の

音声周波に放ける等値回路を示す.=.7甘ト7Ⅵ2は送話孜

び受話回路に挿入されるサーミスタビ←ドの抵抗値を

わす 第4図でサー

次式で′ノーえられるこ

スタ付′蒜請機の受 減衰量わ/ノほ
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ヤーミスタ

第4図 サト スタ打電話機等価tロl路図

Fig.4.Equivalent Cireuit of Sul二Scrillel-

Telephone Setwith Therm言st(lr

電

ゎ∧･=101(-)glり.トZ･′書′...ん,ご〔ll-･
小

作-=∴+Z●差= 線路インヒrダ､ンス

Z/.,:受話舘インピーダンス

J〃:受話器冒こ流れる肯声電流

丘:~盲声電源

第5図はわ/.--mト7甘ヱ=0,第`図はわ/.･-7署_ト7､〟コ

の特性を示す.1叩ち第5図ほ蒔熱理サトーミスタ1菌を佐

川した回路に､第占図ほ第l図､第2図ノぇび第3図に示

した回路に相当する受話i械夏王立をり`･える 但し7Ⅵ】=

71尺ゴ=0 の時､即ち-サーミスタを挿入しない時の電話機

の受話減衰量は1･5(11)である.∴牲密通話としてはわ′.･=

60db以上にとれは実験の 牲実用上差支えないから､

第5図に.於てわ/.･=6()dl-とすればml=約8001{βとた

り､直熱型サーーミスタ1筒をf肌､る回路でほ完全な相席

通話を保持するために少くとも8()nlく〟♪l上の岡有携れ
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第6図

IJig.6.

偵を有するサ→-

わ/一･-て甘1.7旦:特 性

わ/.･-mト 7甘2 Cbarこ1Cter三stics

ス㌢が必要となる これに対し】て第`

図に腔ては わ′一･=6r)(11-上1_J二とすれば 7'だ1(1くβ)×m2

(l1月)>机320にとれば⊥く､ピードの固有抵抹値は遥

かに′｣､さくてす･ん､必要な受話減衰量が容易に 快現

るこ･従って送話回路のピードの固有抵抗ほlノr′′…の許す

限i)小さく川来るので動作時間鳩抽凍て短くなし得る利

一卓:を才一､巨)ている.､

LIV〕サ 山

サー

スタ の 特性

スタは半導体~く:･あるから､拭純良は--･蝦に次式

でり■･えられる

〃=榊ノペ∵い‥……叫…岬…J2′,
｢【ユL 月:常数

了'は絶対混度で､71=71りの帖〟=埠一とする.〕

ケ温度係数ユを

_1
(7尺

ユ=1√■豆テ

ふJ~)れば

ニーーrゴ･ ･し3-J

となる｡βの値ほ通常4,00(l根度であるから､常混では

1■Cにつき4～5%の賞の混度係数を拍づ事になり､巨

企に比較すれば

-ミスタに′な

対櫨に放て机1n情の値を示す〔叉サ

を流有軋

●
-

のように‡二部する

｣71=r斤J2･

スタの混度は次式

.(4)

†【lし(-1は電力消散係数であり､サーーミスタの推造7とび

封入イスの橙臥圧力により決まる定数である.て

旺って脊温を7'‖とすればサー スタの混駐7~-は
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7､=れ止dr=7うj十1--一群
となり､これを〔2〕に代入すかば

人- /､-ト･･

となる｡又

l 人ソ

Jl

｢51

,(.6ノ)

.〔7二J
であるから､(′6′)と(_7ノ)より レ'■-ノの関係を求めれば､

弟7図及び第8図のようになり､レ′の極大点を待つ曲線

となる｡その曲線の形ほβの値のみによって決り､その

位置ほ斤0及びCによつ決る㌻第7図ほ壇二熱型サト

タの電流一電圧特性､第8図はダブルビ←ド刊サ←

圧特性の測定結り~tを示す= 上十1二の式より

り′沼.ご∫lの位置を求めれば

T椚=
β

lノβ2-上1β71､
.r

8)

第7図

Fig.7.

舞8因

Fig.8.

直車型サーミス

Current-ヽToltage

Dire(1tl〉r-He;1ted

グの電流-イ慮lニヒ三拝門三

Charこ1Cteristics of

T);Pe Therlll‡stor

ダブ′レビ｢ド彗上世←一三 フ｣グ仁パーは浦一

電圧特性

Current-Voltage Ch;1raCterIsticsof

l_)()し1l)1eBeこId′11さナpe T毎rnlistnT

｢L..｢

第35巻 第9号

となる

従ってβ<iれなる1時ほ､

を持たない二 βの値を4,000

て45てC～55Cの範囲にある

すれば､ダブルピード型サー

サ← スタほγrの極大値

とすれば､71川ほ常温に於

第7図と第8図とを比較

スタの方が緩やかに抵托

が減少している.- これはダブルピード型の電力消散係

Cが直熱刊のそれより大なるためであるu--▲見すれば曲

線が緩やかであるからダブルビ←ド_型の方が動作時間が

長いように見えるが､動作時間ほ後述するように､最糾

の固有抵抗に殆ど玄灘されるもので‥概にダビルビトド

型の方が動作時間が長いとはいえない.｡勿論同一固有耗

杭値であれば､ダブルビrド翌押し-ミスタの動作時間の

方が宙熱理サー

図に傍熱型サー

スタのそれよりも僅か長いし-.次に第9

スタの加熱線条

10図にダブルピード三世サ←

流一抵抗

御制のタス

鷲を､第

被制御側

ビ←ドの抵抗特性を嘉す∴第9図及び第10図を比較すれ

は傍熱型サト スタの特性曲線の方が明かに緩やかで動

作時間も長い｡以上の4つの特性曲線より判るように､

何れのピードに於ても電話機の導通状態､即ち50mA以

上の底流が供給されゝば択新は固有抵抗値の1′/1n,00n～

占
○
だ
呵
フ
ー
｣

`.･㍍巾村作電誉=汀甘

∴ ･

･･･

甥杭特性

1√ig.亡).Filament Currentr-Bead R∈Sistこ1nCe

Character;stics ofIlldire(てtly-f‡e;ノ1te(l

T〉▼pe′rわerlllist(-r

引都側電流〔仰.利

筈1り｢そ†タ､ブルビ←ド型サーミスタの制御

電流一被制御側ビ【ド既抗特性

Fig.1(L Cor)trOICurrentrControledI】eこ1〔l

Resistance Characteristics of

T)otll)1e Bead Type Thermistor
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1/2,000倍となり 60J2以下に下る｡これを受話減衰量

に換算すれば約0･5dl)以下となり通話階執こは殆ど影

響を-ケえない一

〔Ⅴ〕動作時間とⅤ･洲用 との関係

送話担l路に挿入されるサ←ミスタピードの固有抵抗ほ

高い程良く､Ⅲ れば直熱型サーミスタ1箇で割込防止

及び完全な秘話卑寺性を持たせたいのであるが､り,川..-･及

び動作時間により制限を受ける｡こゝにいう動作時間と

話機のフックスイ･ソチを閉じてより局交換機のライ

ンリレーが動作する迄の時間をいう｡測定は150βの擬

似線路抵抗を挿入して行い､フ､ソクスイリチを閉じてよ

りラインリレ【が動作する迄即ち送話[ウ1路の直流が22･ヰ

mAに達する迄の時間庖サイクルカウンターで読んだこ

これは実際の場合､加入者が送受器を上げてより発信音

が聞えてくる迄の時借匿殆ど等しい｡第11図にダブルビ

←ド型サrミスタの固有抵抗と動作時間及び拓㈹･の関

係を京す｡実験の結果によれば動作時間は殆どl㌦…ソに

達する迄に重され､坑′眈′･を越えれば瞬間的に定常状態

に達する｡即ち 話L_ロ1路に入されるサーミスタの抵抗

ほ数1001くβ程度の値であるから､最初 閉を路回話

た時ピードの温度上昇に重される′走力は極めて少く､従

って温度上昇に比較的時間を要するが､或る程度混度が

上昇すれば負の温度係数を持つ故､急 に抵抗は減少す

るのである｡勿論動作時間は印加電圧により興るもので､

H型日勤局でほ60Vであるから第11図の値よりかなり

小となる.｡従って又送話回路のピードの固有抵抗をA型

日勤局より高く取り得る∴動作婚i謂ほ1sec以下にとれ

ば実円上差支えない｡従って某11図に於て動仰時間を1

SeC以下に制限すれば､送話回路に挿入されるサトーミスタ

ピードの国有抵抗値は約180kβ以下となる｡文代,川.がの

制限よりl～=45V,㌣s=15Vとすれば､約80k9く7Ⅵ1

<約5801くβとなり､結局送話回路のど←ドの固有抵抗は

80kβ乃至1801(βの範囲になければならない.｡即ち第1

図､第2図プ之び第3図の回路に放て送話回路のピードの

固有抵抗値ほ第11図により決定され､次に受話回路のど

←ドの必要な間有抵抗値ほ第`図の受話減衰量の表によ

り推定される｡但し第8固より分るように､㌣ヾ以下の

電圧にても 流が流れる によりサトーミスタピー

ドの抵抗は下るので､受話回路のピードの固有抵抗は余

裕を持って大きく選んだ方がよい｡一方 話回路のサ←

ミスタピードの黄熱的特定数及び周有抵抗が大であれば､

たとえ一加入者が発信■中他の加入 が誤って送受器を上

げてもダイヤルインパルスには妨害を与えない特長を右

する｡しかし以上のように送話回路のピードの固有抵抗

J限を受け動作時間と熱酌時定数とは相反する性質を

第11図

Fig.11.
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躇
酷
慧
吐
志

ダブ7レビ←ド型サーミスタの固有狂

杭と動作時間及び動作限界穏圧との

関係

Relationl_】etWeen Cold Resistance

and Hump Voltage of Doul)le

Bead Type Thermistor

第12図 うナ･- スタを取付けた外線端子

恨〔右_ノ及び内線端子附二左〕

Fig.12.Outer TerminalBlocl((righト〉

こInd Inner Termillal Strip

(1eft､)ofSutscril〕CrTelephone

with Thermistor

柑つので､第l図､第2図及び第3図のL･_il路では､話←い

示又はインパルス表示を別途に一考えな亡･ナればならな

い.｢その 云法として､ネオンランプ或ほ黙約魔琶体を

利rF~ける簡単な方法がある

i二ⅤⅠ二]サ
ー

スタ の二眼付法

取付場所としてほ電話機内.酢､外線端子板 は加入一都

保安器が考えられるが､傍熱型､ダブルビ←ド型及び3

端子サ←ミスタは回路上電話機情潤しか取付かない｡第

12図の右ほ直熱望サー

はダブルビ←ド三 丹-←-ミ

スタを外線端子板の内部に､左

スタを電話機筐体内の内線端子

仮に取付けたものを示す｡取付法とし ま､ 的に接触

してむかい合った弓ri互条端子を設けサーミスタをその間に

挿入してむかい合った鞘条端子を開放する.--その開放さ
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れた端子iこサーミスタの端子を接続すればよい｡この方

法ではサーミスタを取り去れば弾条端子が自動的に短絡

されて普通の加入者電話機となる利点を有する亡.但し写

真でほ単に絶 ワニスクロースでサ←-ミスタを包みその

一･端をねぢ止めLたものを示すし

i二ⅤⅠⅠ二j多数共同加入者相互通話

第l図､第2図憤び第3図の回路でほ共同加入者相互

の通話は不可能であるが､第13図のように2前の傍熱烈

サ←-ミスタを用いれば可能となるり送話回路のピードに

割込防止の特性を持たせ､受話回路のど←ドにより通話

損 を増大せしめる事i･よ上記の回路に同じであるが､傍

熱烈の熱田｣旧作の大きい性質を逆に利鞘したものであ

る｢.

即ち相互適ぶの場合､呼朗信号小は発･い､被呼加入者

共に.速 担i賂のピードが信号 流によF)一打熱されて

巧醐.,‥を越えた状態に保持される

そこで較呼加入者が応答すれば仁‡号が1し:まるが

の大きな熱的慣性により二迭 回路のビrドは暫くの問

巧}も軋′ニ附近の1温度を保っている｡従って発信加入者は送

話回路のピードのり?…J･に遮られ･ることなく抵才知ま減少

し相互通話が閏]一三るJ

〔ⅤⅠⅠI｣結 言

以上曙綾里を綜合すれば､割込助宜≠サ←-ミスタ什電

話機としては､ダブルビ←ド型サーミスダが最も実用的

であり､R立製作析F一子塚工場にす′さても灘台試作L好評を

第35巻 第9号

∴ 畑㌔ふ一
巾

倍率聖L††ミス々

一ノー打い一

-→｢み

一一ノ~n円1

楕熱聖!ヤーミスタ

箪13図 発向加入者相互通話瀾サー

電話機回路図

一√す甘すヽ
′

ノ′払′

･i

｣

スタ廿

Fig.13.Circuit of Sul二SCrit〕er Telephone

Set with Thermister for Mutu;11

Talk of Party Line SullSCriber

博し.ている 尚サーミスタは本質的に室温の影饗を敏感

に受けるので､-5C～30コCのように広い湿度範閏で｣二

述の特性を持たせるには筒温度偏頗の点で検討を要し､

また実相化に際しての寿命試験が今後残された問題であ

る=､最後に本実験研究に当り､終始御指導御鞭撞を賜つ

た日立製作所戸塚工場田

料を提供して戴いた日立

‥..h一.しP 長､江森氏並びに穐々の.汽

l央研究所伴野ニト任研究

員及び∴木､河ヌ,∴野尻の_･ミ氏に厚く感謝の意を
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